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真珠の美を訪ねて
２月1 8 日( 金) ､ 今日の誹議は､ 真珠に

ついてでした。講師は森真珠株式会社
°内販事業本部部長の槙平八郎氏。キ
ャリア3 0 年、真珠のとりこになってい
て、あこや貝を開けて真珠ができてい
たときは自分の子供が生まれた時のよ
うに感動するという模さんに、真珠の
神秘についてお話頂きました。
驚いたことは、貝にはすべて真珠を

つくる能力があるということです。ど
うやってできるのかというと、貝が小
石などをのみ込んでしまい、そのまわ
りを細胞がとり囲んでいって真珠にな
るのだとか。シャコ貝のように大きな
貝からはなんと人間の頭ぐらいの大き
さの真珠ができるそうです｡ ただ､ ア
ワビやサクラ貝の様に貝の内側に光沢
のない貝からは骨の様な光沢のない真
珠が生まれます。そこで日本の養殖で
は、内側がレインボーカラーに美しく
輝く、アコヤ貝が使われているそうで
す。
養殖真珠は貝に砂粒などが入ると細
胞で囲んでしまうという貝の性質を利
用します。あこや貝に特殊な貝から取
った核を入れるのです。手術が下手だ
と貝は死んでしまいます。そして暖か

|恩

｡ ､ 鍵溌蕊篭蕊

い海に戻され、核のまわりを炭酸カル
シウムが重なりあって真珠が育まれて
いくのです。四季の変化が真珠の色に
微妙な変化を生み出します。水温が下
がりすぎると暖かい海へ持っていき、
夏はしばしば引き上げられ、貝につい
て海草等をそうじします。赤潮や台風
から必死で守り、３年目の秋、ようや
く貝を開ける瞬間がくるわけです。貝
を開けて、きれいな真珠ができた時
は、涙の出るほどの感激があるそうで
す。まさに人と自然が折りなす、美し
いドラマですね。真珠は貝がつくるの
で、何億個あっても２度と同じ形があ

りません。
月の滴や人形の涙といわれる、美し
い真珠。貝は人類が生まれる前から真
珠をつくっていたとか。とても神秘的
な宝石ですね。

鍵蕊
■今年の新年会は１月1 4 日( 金) 、あこ
や亭布引店で行われました。スペシャ
ル鍋をつつきながら2 0 周年に向かって
様々な企画を討議しました。

●マンスリーサロンのお知らせ
とき３月1 8 日( 金) 、６時3 0 分より
ところ神戸市勤労会館4 0 5 号室

神戸市中央区塁井通５－１－２
言(078)232-1881

講師小室豊允氏
く姫路独協大学経済情報学部教授＞

テーマ好感度シリーズⅣ
「感性都市への挑戦」

会費1 0 0 0 円（一般）
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' ９４フアンクラブ会員募集中１１
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☆試合の日程、先発メンバー、途中経過、雨天等による試合中止など気になる情報は…☆

一
再
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宮

、

１８蕊００

オリックズ･ フルーウェーブ
〒6 5 1 神戸市中央区小野柄通７－１－１８

三宮ビル北館4 Ｆ

強く濃し、、
Ｚｒして
面白い野球を目指します。

州緬／

今年も特典を多数ご用意しております。
詳細は……冠( 0 7 8 ）７９５－１３０１

月／日

４月９日（±）

１０日（日）

１９日（火）
２０日（水）
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一螺旋の気配一

４月２日( 土) ～1 9 日( 火) 一彫刻一
４月2 1 日( 木) ～５月1 4 日( 土) 一平面一
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締
役
森
崎
律
子

神
戸
市
須
鯉
渥
南
町
一
‐
・
ニ
ー
‐
二
六

電
話
（
○
七
八
）
七
一
一
二
‐
，
一
や
八
二
八

コ
ナ
ミ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
上
月
景
正

神
戸
市
中
央
底
港
烏
中
町
七
Ｉ
掴
‐
・
二

電
話
（
○
七
八
）
垂
○
竜
一
’
一
二
三
四

有
限
会
社
逢
坂
真
珠

代
表
取
締
役
逢
坂
義
光

神
戸
市
中
央
区
中
凹
手
通
二
一
五
：
一
三

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
山
手
七
○
四

電
話
（
○
七
八
）
二
》
率
’
一
二
二
壱

株
式
会
社

極
東
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

代
表
取
締
役
黒
木
湛

神
戸
市
・
中
央
区
脇
浜
町
二
．
・
池
・
・
八

極
束
ピ
ル

澄
話
（
○
七
八
）
二
五
尾
’
一
八
九
○

バ
ン
ド
ー
化
学
株
式
会
社

取
締
役
社
長
雀
部
昌
吾

神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
六
’
一
’
一
二

電
話
（
○
七
八
）
尾
三
尾
’
一
一
九
一
討
一

株
式
会
社

瀬
戸
本
淳
建
築
研
究
室

代
表
取
締
役
瀬
戸
本
淳

神
戸
市
中
央
区
北
野
町
ニ
ー
瞳
ｉ
雫
ｌ
》
二
○

紅
話
（
○
七
八
）
二
二
量
’
一
六
六
五

日
本
ソ
ム
リ
ー
ー
ス
ク
ー
ル

校
長
木
村
克
己

神
戸
市
中
央
区
日
蓉
通
三
’
五
１
尾
○

蝿
話
（
○
七
八
）
良
三
一
一
’
○
八
一
○
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絵
と
文
右
近
雅
夫
〈
票
鰭
蕊
護
薯
ト
ゥ
ォ
‐
〉

ロ
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
片
手
に
ブ
ラ
ジ
ル
一
人
歩
き
八
“
Ｖ

マ
イ
ー
ア
ミ
の
年
の
暮
れ

フ
エ
ル
ナ
ン
ド

仕
事
の
関
係
で
可
①
ｇ
閏
〕
。
○
は
一
年
の
大
半
を
北
米
で

暮
し
て
居
る
が
、
年
末
に
は
必
ず
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
帰
っ
て

来
る
。
一
人
息
子
な
の
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
母
親
と
一
緒
に

過
す
為
で
あ
る
。
そ
し
て
毎
年
大
晦
日
の
夜
に
は
我
々
一

家
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
彼
の
家
に
招
か
れ
、
料
理
の
得
意
な

デ
ィ
ナ
ー

彼
の
手
作
り
の
晩
饗
を
御
馳
走
に
成
り
一
緒
に
年
を
越
す

事
に
し
て
居
る
。
昨
年
暮
の
事
だ
が
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
が
突

ニ
ュ
ー
・
イ
ャ
ー
ズ
・
イ
ヴ

然
電
話
で
、
「
マ
サ
ヲ
ノ
．
今
年
の
ｚ
①
言
岡
①
四
Ｈ
》
の
画
く
①

は
マ
イ
ア
ミ
で
や
ろ
う
よ
…
…
」
と
云
っ
て
年
末
を
マ
イ

ア
ミ
の
彼
の
家
で
一
緒
に
過
す
様
招
待
さ
れ
た
。

マ
イ
ア
ミ
国
際
空
港
に
降
り
立
っ
た
の
は
誕
日
の
夜
明

け
だ
っ
た
が
、
今
回
は
家
内
の
マ
リ
ア
と
息
子
以
外
に
、

カ
リ
ブ
海
の
ク
ル
ー
ズ
に
出
掛
け
る
８
才
と
６
才
の
子
供

フ
ラ
イ
ト

を
連
れ
た
弟
夫
婦
が
同
じ
便
に
乗
り
合
わ
せ
た
。
レ
ザ
ー
‐

ヴ
し
て
お
い
た
レ
ン
タ
カ
ー
に
荷
物
が
全
部
乗
ら
な
い
の

で
、
僕
は
一
先
づ
自
分
等
の
ト
ラ
ン
ク
を
マ
イ
ア
ミ
・
ビ

ー
チ
の
ホ
テ
ル
に
運
ん
で
か
ら
、
弟
一
家
を
連
れ
に
再
び

空
港
迄
引
き
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
入
江
に
面

べ
イ
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

レ
ス
ト
ラ
ン

し
た
、
畠
の
丘
①
の
ｇ
ｇ
甘
い
に
行
き
、
ス
ペ
イ
ン
料
理
店

ロ
ー
ヤ
ル
カ
リ
ピ
ァ
ン

で
一
緒
に
昼
食
を
し
た
後
、
彼
等
を
貴
両
○
旨
﹈
○
四
鼻
）
一
〕
①
目

一室

１
１２８
１

ラ
．
イ
ン

巨
旨
の
ど
の
波
止
場
迄
送
っ
て
行
き
ホ
テ
ル
に
戻
っ
て
来
た

の
は
午
后
四
時
過
ぎ
だ
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
。
イ
ヴ
だ
か

ら
其
の
夜
は
何
処
か
へ
出
掛
け
様
と
家
内
と
話
し
合
っ
て

居
た
が
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
を
出
発
す
る
前
か
ら
の
リ
ー
ド
・
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
疲
れ
切
っ
て
居
て
爺
と
に
角
３
人
共
ゴ
ロ

リ
と
其
の
儲
ベ
ッ
ド
に
横
に
成
っ
た
。
最
初
の
内
は
屋
外

か

の
ス
ピ
ー
カ
ー
が
奏
な
で
る
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
の
メ
ロ
デ
ィ

等
を
夢
心
地
で
聞
い
て
居
た
が
、
知
ら
ぬ
間
に
す
っ
か
り

今
ご

寝
込
ん
で
１
‐
〕
ま
い
、
目
が
醒
め
た
の
は
翌
朝
の
６
時
、
夕

食
も
せ
ず
に
狸
時
間
も
寝
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
日
の
朝
早
く
か
ら
僕
等
は
目
的
地
無
し

コ
リ
ン
ス
ア
ヴ
エ
ー
ー
ニ
ー

の
ド
ラ
イ
ヴ
に
出
掛
け
た
。
○
○
﹈
﹈
甘
の
』
安
『
①
、
を
北
上
、
ハ

イ
○
ン
ト
ラ

イ
ウ
ェ
イ
に
出
る
と
右
手
に
大
西
洋
、
左
側
は
門
口
叶
国
‐

コ
ス
○
ク
ル
。
』
ウ
オ
ー
．
タ
ー
．
ウ
エ
イ

け
い

ｏ
ｏ
ｍ
の
芯
﹈
言
鼻
の
員
『
畠
と
云
う
水
路
に
成
っ
て
居
て
、
繋

り
ゆ
う

留
中
の
ヨ
ッ
ト
の
マ
ス
ト
が
両
側
に
見
え
と
て
も
良
い
景

フ
ォ
ル
テ
ラ
ウ

色
だ
。
マ
イ
ア
ミ
か
ら
妬
マ
イ
ル
程
行
く
と
吋
○
算
の
博
巳
‐

デ
ル
グ
レ
ー

ロ
の
ａ
画
﹈
①
と
云
う
町
が
あ
っ
た
の
で
海
岸
の
レ
ス
ト
ラ
ン

テ
で
昼
食
し
、
夕
方
ホ
テ
ル
に
戻
っ
た
。

翌
朝
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
帰
っ
て
来
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
が

ホ
テ
ル
に
迎
え
に
来
て
く
れ
た
。
彼
の
車
の
後
を
つ
け
、
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１
１２９
１

本職はウィスキーメーカーの社長だが、デキシーの
トロンボーン奏者で料理の得意なフェルナンド

ロ
ン

コ
ク
テ
ル
パ
、
‐
‐
テ
ィ
に
招
い
て
く
れ
た
。
主
人
の
幻
○
口

の
ど
じ
ゆ
う
け
ん

あ

は
第
一
一
次
大
戦
の
時
、
喉
に
銃
剣
を
突
き
差
さ
れ
穴
が
開

の
ど

き
、
話
を
し
出
す
と
ゴ
ロ
ゴ
ロ
喉
が
鳴
り
何
を
云
っ
て
居

る
の
か
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
解
ら
な
い
。
妬
才
だ
と
云
う

ア
ン

捧
旨
画
①
夫
人
は
戦
時
中
看
護
兵
を
し
て
居
て
主
人
と
知
り

合
い
、
結
婚
後
ず
っ
と
彼
の
世
話
を
し
て
居
る
そ
う
だ
が
、

と
て
も
其
の
年
に
は
見
え
な
い
話
好
き
な
感
じ
の
良
い
し

じ
ゆ
う
け
ん

デ
イ
で
あ
る
。
彼
に
銃
刺
を
突
き
差
し
た
の
は
ド
イ
ツ
兵

だ
ろ
う
か
、
イ
タ
リ
ー
兵
だ
ろ
う
か
、
其
れ
と
も
日
本
兵

だ
ろ
う
か
？
「
そ
や
け
ど
日
本
兵
や
っ
て
も
僕
の
責
任
や

あ
ら
へ
ん
わ
」
と
僕
は
後
で
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
に
云
っ
た
。

大
晦
日
の
日
は
サ
ン
ド
ラ
夫
人
や
皆
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

に
出
か
け
夕
方
家
に
帰
っ
て
来
た
。
台
所
の
大
鍋
に
近
所

ス
ワ
ー
ド
フ
イ
シ

の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人
が
釣
っ
て
来
た
と
云
う
の
ゴ
『
Ｏ
ａ
感
の
ぽ

を
え
び
や
貝
柱
と
ト
マ
ト
の
味
付
け
で
煮
筆
込
ん
だ
ペ
イ
シ

グ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
メ
ー
ザ

ャ
ダ
が
グ
ッ
グ
ッ
煮
立
っ
て
居
て
食
堂
の
食
卓
に
は

タ
ー
キ
ー

七
面
鳥
の
丸
焼
き
が
果
物
と
き
れ
い
に
飾
り
つ
け
ら
れ
て

あ
っ
た
。
家
に
残
っ
て
居
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
が
今
夜
の
フ

ェ
ス
タ
の
為
に
一
人
で
全
部
料
理
し
た
の
だ
。
日
本
と
異

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
〆
・
イ
ヴ

な
り
西
欧
の
風
習
で
は
正
月
よ
り
も
ｚ
①
弓
碕
の
四
吋
》
の
画
く
①

の
方
に
重
点
を
置
き
、
親
し
い
人
達
と
御
馳
走
を
食
べ
、

シ
ャ
ン
パ
ン
を
飲
み
乍
ら
一
緒
に
年
を
越
す
瞬
間
を
ひ
ど

く
楽
し
む
様
だ
。
午
前
零
時
が
近
付
く
と
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド

や
し

ロ
マ
ン

の
指
導
で
タ
マ
ラ
郷
子
の
実
と
”
目
﹈
皿
（
ざ
く
ろ
）
の
実

を
食
べ
、
其
の
種
を
３
粒
づ
つ
来
年
の
年
末
迄
自
分
達
の

財
布
に
し
ま
い
込
む
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
に
そ
う
す
る
と
一

Ｊ
ｐ
つ

年
中
金
が
儲
う
か
る
と
教
え
て
も
ら
っ
た
か
ら
だ
。

元
日
の
夜
が
明
け
る
と
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
夫
婦
と
我
々
親

ニ
ュ
ー
・
オ
ル
リ
ン
ズ

子
の
５
人
で
ｚ
①
言
○
吋
﹈
の
四
口
の
に
出
発
す
る
。
今
年
の

正
月
は
ジ
ャ
ズ
の
メ
ッ
カ
に
巡
礼
と
云
う
わ
け
だ
。

●
一
月
号
の
「
ゼ
リ
ァ
夫
人
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
で
、
文
中
一
一
箇
所
の
ラ
プ
タ
イ
ム
は

ラ
グ
タ
イ
ム
（
冒
館
目
：
）
の
誤
り
で
し
た
。
深
く
お
詑
び
致
し
ま
す
。

コ
コ
ナ
ッ
ツ
・
グ
ロ
ー
ヴ

○
○
８
口
鼻
（
》
嘗
剰
Ｏ
ぐ
①
の
彼
の
家
に
着
く
や
、
「
ベ
ン
ヴ
イ
ン

ド
（
よ
う
こ
そ
）
、
マ
サ
ヲ
さ
ん
・
・
…
・
」
と
云
い
乍
ら
夫
人

サ
ン
ド
ラ
ぼ
う
よ
う

の
、
幽
且
愚
が
抱
擁
し
て
ほ
っ
ぺ
た
に
キ
ス
す
る
ブ
ラ
ジ

か
ん
げ
い

ル
式
歓
迎
法
で
出
迎
え
、
親
子
３
人
が
泊
る
部
屋
に
案
内

し
て
く
れ
た
。
昼
食
後
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
が
、
今
日
は
日
曜

や
か
ら
フ
ォ
ル
テ
・
ラ
ウ
デ
ル
ダ
レ
ー
の
ジ
ャ
ズ
・
ク
ラ

ブ
へ
行
こ
う
と
提
案
し
た
。
「
何
ん
や
、
其
の
町
や
っ
た
ら

昨
日
行
っ
た
と
こ
や
が
〃
／
・
」
と
云
っ
た
が
ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ

ョ
ン
が
有
っ
て
面
白
い
と
云
う
の
で
皆
一
緒
に
フ
ェ
ル
ナ

リ
ン
コ
ン

ン
ド
の
巨
口
８
﹈
ロ
に
乗
っ
て
出
発
し
た
。
員
国
○
叶
愚
圃
国
騨

掛
﹈
﹈
碕
鼻
Ｏ
Ｈ
Ｑ
昌
号
ｏ
ｍ
Ｏ
ｇ
①
ご
薯
と
云
う
ク
ラ
ブ
デ
毎

月
一
回
マ
イ
ア
ミ
近
郊
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
が
集
っ
て
演
奏

を
聞
か
せ
る
。
入
口
で
入
場
料
を
払
い
、
入
る
と
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
シ
ャ
ン
も
観
客
も
白
髪
の
ぢ
い
さ
ん
、
ば
あ
さ
ん

ば
か
り
で
ま
る
で
養
老
院
み
た
い
だ
。
だ
が
バ
ン
ド
が

バ
ー
ボ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
パ
レ
ー
ド

《
へ
、
ｏ
量
・
号
目
の
計
．
嗣
日
●
＆
①
ご
を
演
奏
し
出
す
と
数
人
の
お

が
さ

ば
さ
ん
連
中
が
こ
う
も
り
傘
を
持
っ
て
踊
り
出
し
と
て
も

愉
快
だ
っ
た
。

其
の
夜
は
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
の
向
い
に
住
む
ア
メ
リ
カ
人

は
る

の
老
夫
婦
が
、
「
遥
か
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
お
客
を
：
。
…
」
と
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蕊傷繍鮮煎，
為埼
I 司陽闇

TEL(078)904-0675
T E L E X 5 6 2 7 - 1 1 5

有
馬
温
泉
観
光
協
会
青
年
部
の
リ
ー
ダ

ー
が
今
年
に
入
っ
て
新
し
く
決
ま
り
、
活

動
を
始
め
て
い
る
。
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
は

″
五
つ
の
顔
を
持
つ
男
〃
吉
田
隆
司
さ
ん
。

忙
し
い
合
い
間
を
ぬ
っ
て
取
材
に
応
じ
て

く
れ
た
。

彼
の
一
つ
目
の
顔
は
㈱
サ
ン
ワ
商
会
の

ＴＥＬ(078)904-0181

ＴＥＬ（078)904-0701(代）
全面斯慕エ＊の為

平成6 年４月主で休無致しておウきす

命敏山

‘‘ハウピングショップ・サンワ，’をパックに

「
初
心
に
一
戻
っ
て

小
さ
な
事
か
ら
」

青
年
部
新
リ
ー
ダ
ー

吉
田
さ
ん
に
う
か
が
う

営
業
マ
ン
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
住
宅
設
備
関
連

機
器
等
を
扱
う
店
を
湯
け
む
り
坂
の
「
亀

の
井
不
動
尊
」
横
で
営
ん
で
い
る
。
二
つ

目
の
顔
は
今
年
で
四
年
目
の
サ
ン
ワ
学

習
塾
の
先
生
。
中
学
生
を
主
に
教
え
る
。

「
子
供
を
教
え
る
の
は
楽
し
い
。
成
績
が
上

が
っ
て
喜
ぶ
顔
を
見
る
の
が
好
き
で
す
。

高
み
を
目
指
す
子
供
た
ち
の
姿
勢
を
見
る

と
自
分
も
頑
張
ら
れ
ば
と
思
う
ん
で
す
」

そ
し
て
意
外
な
と
こ
ろ
で
彼
は
仲
介
専
門

の
不
動
産
屋
で
も
あ
る
。
以
前
、
大
手
の
不

動
産
会
社
で
勤
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

キ
ャ
リ
ア
は
長
い
。
そ
れ
が
三
つ
目
の
顔
。

四
つ
目
は
有
馬
消
防
団
の
団
員
。
今
の
と

こ
ろ
こ
れ
が
一
番
、
彼
の
心
の
中
の
ウ
ェ

イ
ト
を
占
め
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
今

年
の
六
月
、
〃
兵
庫
県
小
型
動
力
ポ
ン
プ

操
法
大
会
″
に
神
戸
市
代
表
で
出
場
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
週
三
日
の
夜
の
練

習
。
有
馬
中
か
ら
期
待
が
か
か
る
。

会議ｾﾐﾅｰから御家族づｵ1jj罰呼
請島グラシドホ示' し

１
１３０
１

癖､法要､お日帰りも承ります。
TEL(078)904-0501㈹
剛X(078)904-3838.

陵楓閣
国際観光旅飽

平成６年う月
日本の伝坑･救寄艮造ｳの館として

お目にかかり＆す くつろぎの宿
雅ただようくつろぎの館

‘りぁ･葬認減
ＴＥＬ(078)904-0781
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§ 霧驚騨
蕊

そ
し
て
こ
の
た
び
加
わ
っ
た
、
青
年
部

リ
ー
ダ
ー
の
顔
。
青
年
部
も
発
足
し
て
十

二
年
に
な
る
。
今
ま
で
は
イ
ベ
ン
ト
中
心

の
活
動
が
目
立
っ
た
が
、
今
年
は
少
し
趣

き
が
違
う
よ
う
だ
。

「
不
景
気
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

こ
れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
中
心
の
活
動
よ
り

も
、
有
馬
の
他
の
団
体
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
な
、
小
さ
な
活
動
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

そ
の
活
動
の
第
一
弾
が
〃
有
馬
温
泉
大

学
″
だ
。
月
一
回
、
外
か
ら
講
師
を
呼
び

無
料
で
講
演
会
を
開
く
。
一
回
目
は
元
育

英
高
校
野
球
部
監
督
の
日
下
篤
さ
ん
、
二

回
目
は
西
宮
戎
神
社
権
宮
司
の
吉
井
貞
俊

さ
ん
、
そ
し
て
三
回
目
は
神
戸
新
聞
社
長

室
長
の
村
井
顕
彦
さ
ん
と
、
温
泉
に
関
係

の
な
い
話
で
も
Ｏ
Ｋ
の
多
彩
な
顔
ぶ
れ
。

月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
は
な
か
な
か
大
変

だ
と
思
う
が
続
け
て
欲
し
い
。

「
小
さ
な
こ
と
か
ら
コ
ッ
コ
ッ
と
、
地
道

に
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
言
う
一
方

「
予
算
に
関
係
な
く
や
り
た
い
こ
と
？
三

千
人
’
五
千
人
を
有
馬
に
集
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
た

い
」
と
夢
は
大
き
い
。
子
供
た
ち
に
負
け

ず
お
と
ら
ず
吉
田
先
生
も
、
よ
り
高
み
を

目
指
し
て
い
る
の
だ
。

崖
…
鴫

｢ 有馬町の中でお役に立つ青年部と認められたいんです」と吉田さん
カフェ･ ド・ポウにて

TEL(078)904-2295㈹
●

濯輿と演芸と隷器蝦

テニスでいい汗

農霞腎とつぶり

､塗鰹雪・
ＴＥＵＯ湖９９８－１０“

*逮，の臓憩勤儲坊

敷地内から河きでる
日本最古の温泉｡ 有馬温泉ロ

阪急ホテルチニーシ

伺馬. 瞳ユー｡ ホテル

貢属へルズ定シ伊＝
ＴＥＬ(0781904-2291

日本最長、延々、
五キロの空中旅情。
ＴＥＬＯ７８(8 9 1 ) 0 0 3 1

＝Ｚ多夢ブ言ラブニフ岸一

刑B 離切到先一

自然の恵みを
鶏けもりに伝える

政府登録国際観光旅館
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は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
や
地
域
に
よ
っ
て
ず
い
分
異
な

る
た
め
に
画
一
的
な
計
画
が
立
て
に
く
い
か
ら
、
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。

で
は
「
家
族
と
は
何
か
？
」
と
問
わ
れ
る
と
一
言
で
簡

単
に
は
答
え
に
く
い
の
が
現
在
の
家
族
の
姿
で
も
あ
る
。

最
近
の
い
く
つ
か
の
辞
書
を
み
る
と
「
血
縁
」
や
「
婚

姻
」
で
結
ば
れ
た
「
同
居
」
し
て
い
る
人
た
ち
、
と
い
う

の
が
家
族
の
定
義
の
共
通
項
の
よ
う
だ
が
、
か
な
ら
ず
し

も
こ
れ
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
家
族
が
増
え
て
き
て
い
る
の

も
事
実
で
あ
る
。
里
親
や
養
親
の
家
族
は
そ
れ
ぞ
れ
成
員

の
間
に
血
縁
関
係
は
な
い
。
神
戸
に
は
国
籍
の
異
な
る
夫

婦
が
、
２
人
の
こ
れ
ま
た
国
籍
の
異
な
る
養
子
を
育
て
て

い
る
家
族
が
あ
る
が
、
こ
の
４
人
は
す
べ
て
国
籍
も
異
な

り
血
縁
関
係
も
な
い
。
同
居
し
て
い
て
も
婚
姻
関
係
の
な

い
家
族
も
い
れ
ば
出
稼
ぎ
や
単
身
赴
任
な
ど
で
同
居
し
て

い
な
い
家
族
も
多
い
。
離
婚
、
再
婚
、
再
々
婚
な
ど
が
日

常
的
な
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
家
族
の
姿
は
も
っ
と
複
雑
に

１
１３２
１

日
本
の
家
族
は
ど
こ
へ
い
く
の
か

ｌ
今
年
は
国
際
家
族
年

鯉謹溌懲
らうなこるや屋わい国連任

k 難雛噸浮灘撰l く員７，
．体う際が包下心国れでう家そ８９９
と的で家イ容Ｉこが際には ｰ 族の巴９８

: 窪箪螺瀧瀧了蟻
皇黙螺要蕊繕窪
難: 議灘雲形り者りした連にががれにのと§て

鍵

薄ＩＬ－ノ瀞瀞

今
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

神
戸
人
を

福
社
の
街
'二

＜2 4 2 ＞

国際家族年の
シンボルマーク

橋
本
明
く
鰭
歎
蕊
蕊
〉

d争蝿Ｂ２輪4｡４－

霞

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
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Ｓ
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Ｉ
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I鍵蕊

な
り
多
様
化
し
て
い
る
。
ゲ
イ
や
レ
ス
ビ
ア
ン
の
カ
ッ
プ

ル
が
養
子
を
引
き
と
っ
て
育
て
て
い
る
「
家
族
」
を
知
っ

た
時
は
私
も
驚
い
た
も
の
だ
が
、
こ
ん
な
多
種
多
様
な
家

族
を
見
て
い
る
と
「
標
準
家
族
」
と
い
う
言
葉
は
死
語
に

な
っ
て
し
ま
う
し
、
「
理
想
の
家
族
」
像
な
ど
と
い
う
も
の

は
も
う
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
た
り
も
す
る
。
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、

日
本
の
家
族
も
こ
れ
か
ら
は
否
応
な
し
に
も
っ
と
多
様
化

し
変
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

博
報
堂
生
活
総
合
研
究
所
が
ま
と
め
た
「
半
分
だ
け
家

族
ｌ
フ
ァ
ミ
リ
ー
消
費
を
ど
う
見
る
か
」
（
日
本
経
済
新

聞
社
刊
）
と
い
う
本
を
見
る
と
、
家
族
の
お
金
が
家
族
の

力
関
係
や
行
動
、
緋
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
く
か
を
面

白
く
分
析
し
て
い
る
。
特
に
妻
の
夫
離
れ
、
家
事
離
れ
、

子
離
れ
、
自
分
育
て
（
ス
ポ
ー
ツ
や
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
、
旅
行
、
趣
味
な
ど
の
お
忙
し
主
婦
）
な
ど
で
、
女
が

き
く
雛

:綴瀞正一ｺ ﾛ ｰ 抽士 2霞騨躍謬望軸＄

識綴驚

１
１３３
１

蕊蕊篭鐘騨

を
支
え

を
感
じ

血縁がなくても素晴しい家族たち
（里親家庭の新春初笑い大会1 9 9 4 年１月）

た
も
の
が
増
え
る
と
い
う
。
残
業
が
減
っ
て
父
親
や
パ
ー

ト
の
主
婦
も
早
く
帰
宅
し
、
レ
ジ
ャ
ー
も
屋
外
か
ら
家
の

中
へ
向
い
て
い
く
か
ら
ら
し
い
。
不
況
は
私
た
ち
の
消
費

行
動
や
生
活
の
ス
タ
イ
ル
、
家
族
と
い
う
も
の
の
存
在
を

考
え
て
み
る
い
い
機
会
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

豊
か
な
日
本
の
社
会
の
な
か
で
弱
く
、
も
ろ
く
な
っ
て

い
き
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
る
家
族
。
瓢
世
紀
の
初
頭
に
は

高
齢
化
率
が
配
％
に
も
な
り
、
４
人
に
１
人
が
錨
歳
以
上

家
族
の
形
を
変
え
て
き
た
状
況
を
い
ろ
ん
な
調
査
結
果
か

ら
描
き
、
帥
年
代
の
家
族
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
家
族

に
残
さ
れ
た
機
能
は
「
消
費
。
愛
情
。
生
殖
」
で
、
と
く

に
消
費
で
家
族
を
保
つ
こ
と
に
注
日
し
て
い
る
。
ま
た
家

族
の
形
態
は
核
家
族
か
ら
三
世
代
同
居
や
単
身
世
帯
の
増

加
、
家
族
の
緋
は
血
縁
的
・
強
制
的
関
係
か
ら
利
系
的

（
愛
よ
り
も
損
得
や
お
金
）
・
選
択
的
関
係
へ
と
変
化
し

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
予
測
し
て
い
る
。
消
費
と
い
う

お
金
や
物
の
面
か
ら
家
族
の
分
析
を
し
て
い
る
の
で
、
今

の
日
本
の
家
族
は
利
己
的
で
バ
ラ
バ
ラ
で
、
ク
ー
ル
な
印

象
を
受
け
る
が
、
こ
れ
も
今
の
家
族
の
一
面
で
あ
ろ
う
。

昨
年
の
廻
月
に
朝
日
新
聞
社
が
全
国
の
３
千
人
の
有
権

者
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が
元
旦

の
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
の
「
あ
な
た

の
生
き
が
い
は
何
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
設
問
の
答
の
ト

ッ
プ
は
「
家
族
」
（
“
％
）
で
二
位
の
「
趣
味
・
レ
ジ
ャ

－
」
（
四
％
）
、
３
位
の
「
仕
事
」
（
廻
％
）
を
大

し
て
い
る
。

の
老
人
と
な
る
社
会
が
目
前
に
来
て
い
る
。
そ
れ

る
家
族
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
不
安

て
い
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

不
景
気
に
な
る
と
テ
レ
ビ
番
組
も
家
族
を
テ
ー
マ
に
し
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鍵
稜

鴬

☆
ア
ー
サ
ー
家
の
口
ｌ
ズ

４
／
６
（
水
）
１
打
（
日
）

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

Ｓ
席
７
０
０
０
円
Ａ
席
４
０
０
０
円

蛸
鰐
賛
は
美
穂
と
す
べ
て
派
手

好
み
の
ロ
ー
ズ
は
、
資
産
家
の

１
人
娘
。
そ
の
父
親
が
瀕
死
の

状
態
で
何
日
も
も
た
な
い
と
の

医
者
の
言
葉
。
か
っ
て
は
、
栄

華
を
極
め
た
名
家
ア
ー
サ
ー
家

も
今
で
は
青
色
吐
息
。
こ
れ
は

チ
ャ
ン
ス
と
、
女
主
人
バ
ー
バ

園

ラ
は
息
子
を
ロ
ー
ズ
の
父
親
の

遺
産
目
当
て
に
政
略
結
婚
さ
せ

る
が
…
。

大
好
評
の
「
グ
ッ
バ
イ
チ
ャ

ー
リ
ー
」
に
続
く
お
し
ゃ
れ
で

小
粋
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
第
２
弾

亀
：

唖塑

出演／日向燕、塩沢とき、秋川リサ他

134

☆
劇
舎
唇
気
楼
第
Ⅷ
回
公
演

エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム

４
／
羽
（
土
）
、
型
（
日
）
旧
時

神
戸
市
立
博
物
館
地
階
誌
堂

２
０
０
０
円
前
売
１
８
０
０
円

（
博
物
館
入
館
料
を
含
む
）

暴
風
雨
の
夜
、
家
族
の
目
の

前
か
ら
忽
然
と
姿
を
消
し
た
父

親
。
蒸
発
か
？
「
家
族
は
一
つ

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
信
仰
さ
え
な
け
れ
ば
、

そ
れ
が
悲
劇
に
終
ら
な
い
の
が

現
代
の
家
族
の
あ
り
方
か
も
し

れ
な
い
。
本
当
の
家
族
愛
と
は

何
か
？

劇
舎
崖
気
楼
が
春
の
演
劇
シ

ー
ズ
ン
に
送
る
、
涙
と
笑
い
の

昼
気
楼
版
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
。

■
こ
の
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
を
３
組
６
名

様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
葉
書
に
「
エ
ン
ド
・

オ
ブ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
」
と
書
い
て
モ
ダ
ン

カ
ル
チ
ャ
ー
係
ま
で
。
締
切
は
３
／
別

☆
劇
団
青
い
森
公
演

児
童
劇
「
よ
わ
む
し
お
ば
け

の
た
ん
じ
よ
う
び
」

公演を前に稽古に励む劇団員たち

３
／
別
（
木
）
婚
時
・
肥
時
釦
分

芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

大
人
２
５
０
０
円
中
高
生
２
０
０
０
円

子
供
（
４
歳
以
上
）
１
４
０
０
円
前
売

は
各
２
０
０
円
引
親
子
チ
ケ
ッ
ト
３
０

０
０
円
（
前
売
の
み
）
あ
り

道
路
を
鋪
狸
茨
す
る
時
に
使
う

あ
の
黒
く
て
ネ
バ
ネ
バ
し
た
液

体
コ
ー
ル
タ
ー
ル
。
そ
こ
か
ら

■
●
●
。

作
ら
れ
た
お
ば
け
の
コ
ー
ル
タ

●
●
－
ル
が
、
ァ
」
の
話
の
主
人
公
。

弱
虫
で
の
ん
き
者
の
コ
ー
ル
タ

ー
ル
が
「
お
誕
生
日
お
め
で
と

う
」
と
い
う
函
哩
遅
い
電
話
を
き

っ
か
け
に
、
自
分
の
誕
生
日
探

し
の
旅
に
出
る
…
。

子
供
か
ら
大
人
ま
で
が
共
感

で
き
る
舞
台
を
目
指
し
て
活
動

中
の
劇
団
青
い
森
が
送
る
可
愛

い
く
て
愉
快
な
物
語
。

４
／
９
（
土
）
１
５
／
８
（
日
）
月
昭
休
館

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

一
般
１
０
０
０
円
大
高
生
７
０
０
円

中
小
生
４
０
０
円
前
売
は
各
２
０
０
円

引
来
年
は
戦
後
訓
年
。
こ
の
歴

史
の
節
目
に
先
立
ち
、
関
西
で

戦
後
ど
の
よ
う
な
美
術
の
営
み

が
く
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
の
か

を
振
り
返
る
展
覧
会
。
美
術
家

た
ち
が
「
美
術
」
の
革
新
に
向
っ

て
ひ
た
走
っ
た
１
９
５
０
年
代

か
ら
１
９
７
０
年
代
ま
で
の
過

程
を
、
約
加
点
の
作
品
で
紹
介

す
る
。
戦
後
美
術
の
実
像
を
浮

び
上
が
ら
せ
る
と
共
に
、
美
術

に
お
け
る
前
衛
と
は
何
か
を
鋭

く
問
い
か
け
る
に
違
い
な
い
。

☆
掌
の
中
の
宇
宙

さ
わ
っ
て
み
よ
う
展

４
／
５
（
火
）
ｌ
加
（
日
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
ガ
レ
ー
ヂ
（
阪
急

西
宮
北
口
駅
下
車
、
徒
歩
５
分
）

千
葉
盲
学
校
の
子
供
た
ち
が

感
性
を
自
由
に
羽
ば
た
か
せ
て 下村良之介「切る」

碇

雲☆
関
西
の
美
術
１
９
５
０
℃

１
１
９
７
０
ｓ，

３
組
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
葉
書
に
「
親
子

チ
ケ
ッ
ト
希
望
」
と
書
い
て
モ
ダ
ン
カ

ル
チ
ャ
ー
係
ま
で
。
締
切
３
／
あ
着
。

ご
・
． 難
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‘
音
楽

１
ジ
ッ
ク
に
力
を
入
れ
、
最
近

ア
メ
リ
カ
で
大
ヒ
ッ
ト
し
て
い

る
カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
も
ぜ
ひ

神
戸
で
流
行
ら
せ
た
い
」
と
同

店
は
語
る
。
４
月
中
旬
に
ま
た

ま
た
ビ
ッ
ク
な
歌
手
が
来
店
予

定
。
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ァ
ン
の
方

は
お
楽
し
み
に
″

蕊
☆
夏
の
庭
勇
の
司
風
。
且
“

３
／
旭
（
土
）
１
４
／
１
（
金
）

三
宮
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
３

神
戸
市
内
の
小
学
校
に
通
う

木
山
、
河
辺
、
山
下
の
３
人
の
サ

ッ
カ
ー
少
年
。
山
下
の
祖
母
の

お
葬
式
を
き
っ
か
け
に
、
３
人

作
品
〔
目
の
色
が
変
わ
る
ふ
く
ろ
う
〕

宮
崎
佳
代
子
（
千
葉
盲
学
校
４
年
）

粘
土
で
作
っ
た
動
物
た
ち
…
。

目
を
閉
じ
て
感
性
を
と
ぎ
す
ま

せ
な
が
ら
、
手
で
触
れ
、
な
で

て
作
品
を
「
見
て
」
ゆ
き
、
日
頃

「
見
る
こ
と
」
が
「
わ
か
る
こ
と
」

だ
と
思
い
が
ち
な
生
活
の
中
で

新
し
い
感
覚
を
呼
び
さ
ま
す
展

覧
会
。

露
。
”

，
憧
畏
鶴

《映
画

おじいさん歩l L H 今った少年たちの夏は

☆
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ァ
ン
注
目
″

ア
ク
ア
。
デ
イ
・
マ
ヤ
に
あ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
＆
シ
ア
タ
ー
ボ
ル

カ
ノ
に
お
い
て
、
１
／
犯
（
土
）

に
、
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
中
の
カ

ン
ト
リ
ー
シ
ン
ガ
ー
・
ハ
ン
ク

佐
々
木
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ

が
行
な
わ
れ
、
好
評
だ
っ
た
。

ハ
ン
ク
佐
々
木
は
、
１
９
９

０
年
ア
ル
バ
ム
「
○
○
口
ｚ
弓
幻
樫

の
少
年
は
「
死
」
へ
の
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な
あ
る

日
、
近
所
の
独
り
暮
ら
し
の
お

じ
い
さ
ん
が
死
ぬ
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
噂
を
知
り
、
「
死
」
を

真
剣
に
考
え
る
３
人
が
、
「
人
は

ど
ん
な
風
に
死
ぬ
の
か
見
て
み

た
い
」
と
、
夏
休
み
を
利
用
し

て
お
じ
い
さ
ん
を
見
張
る
こ
と

に
し
た
・
・
・
・

ミ
リ
オ
ン
・
セ
ラ
ー
に
な
っ

た
湯
本
香
樹
実
の
同
名
小
説
の

映
画
化
。
神
戸
を
舞
台
に
、
人

と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
と
子
供
た

ち
の
心
の
成
長
を
感
動
的
に
描

い
た
作
品
。

■
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
よ
り
３
／
別
迄
有
効

の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
組
加
名
様
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
葉
書
に
「
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
チ
ケ

ッ
ト
」
と
書
い
て
モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー

係
ま
で
。
締
切
３
／
躯
着
。

薗
菖

☆
ａ
ｂ
シ
ネ
マ
ー

自
雪
姫
３
／
、
！

☆
ａ
ｂ
シ
ネ
マ
２

母
の
贈
り
も
の
３
／
、
ｌ

★
新
聞
会
館
シ
ネ
マ
ー

シ
ン
ド
ラ
ー
の
リ
ス
ト
上
映
中

☆
阪
急
文
化
・
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
ー

ゲ
ッ
タ
ウ
ェ
イ
上
映
中

☆
阪
急
会
館
・
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
２

ミ
セ
ス
・
ダ
ウ
ト
３
／
沈
１

☆
三
宮
劇
場
・
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
３

ド
ラ
え
も
ん
上
映
中

☆
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
ー

ぼ
の
ぼ
の
３
／
妬
１
４
／
８

☆
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
３

夏
の
庭
３
／
狸
１
４
／
工

環
：

弓
○
○
○
．
Ｚ
目
”
曙
」
よ
り
シ

ン
グ
ル
カ
ッ
ト
さ
れ
た
田
口
病

国
缶
嗣
逗
（
〃
上
を
向
い
て
歩
こ

う
″
の
カ
バ
ー
バ
ー
ジ
ョ
ン
）

が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
の
カ

ン
ト
リ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
日
本
人

初
の
鎚
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
、
ア

メ
リ
カ
南
部
を
中
心
に
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
で
歌
手
活
動
を
し
て

い
る
。「

今
後
も
カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ

☆
兵
庫
県
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

赤
木
蘇
天
自
選
展
３
／
岨
ｌ
露

★
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
Ｉ

黄
鋭
展
３
／
四
Ｉ
露

福
島
清
展
３
／
妬
１
４
／
１

☆
ご
胃
ご
園
①

・
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
コ
ン
用
の
Ｒ
Ｐ

Ｇ
ゲ
ー
ム
と
し
て
抜
群
の
人
気
を
誇

る
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
が

３
／
型
に
ア
ニ
メ
ピ
デ
オ
と
し
て
発

売
さ
れ
る
。
監
督
に
は
「
銀
河
鉄
道

響
「
幻
歴
大
戦
」
を
手
掛
け
た
、
り

ん
た
ろ
う
。
脚
本
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ

ザ
イ
ン
に
も
ア
ニ
メ
界
を
代
表
す
る

超
一
流
ス
タ
ッ
フ
が
結
集
。
「
ア
ニ

メ
史
に
残
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
作
品
に

仕
上
が
っ
た
」
と
同
ビ
デ
オ
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
エ
デ
ィ
ッ
ト
卯

は
語
る
。
発
売
を
お
楽
し
み
に
“

・
カ
ラ
ー
約
加
分
。
５
４
０
０
円

１
１３５
１

☆
森
山
良
子
弧
コ
ン
サ
ー
ト

４
／
１
神
一
房
文
化
ホ
ー
ル

★
モ
ス
ク
ワ
国
立
ク
レ
ム
リ
ン
・
プ
レ

ジ
デ
ン
ト
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

４
／
埴
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
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も
う
す
つ
か
り
親
友
の
こ
の
お
二
人
さ
ん

一
月
十
二
日
イ
タ
リ
ア
の

タ
ヴ
イ
ア
！
二
兄
弟
と
の
再
会

「
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ
・
バ
ビ
ロ
ン
」
「
カ
オ
ス
・
シ
チ
リ
ア
物

語
」
「
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ッ
ォ
の
夜
」
「
父
・
パ
ー
ド
レ
、
パ
ド
ロ
ー

ネ
」
こ
れ
ら
の
イ
タ
リ
ア
映
画
を
見
て
き
た
私
は
こ
の
映
画
の
二

人
の
共
同
監
督
に
夢
中
と
な
っ
た
。
パ
オ
ロ
と
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・

タ
ヴ
ィ
ア
ー
ニ
。
イ
タ
リ
ア
で
は
弟
の
方
を
上
に
記
し
兄
を
下
に

書
く
。
そ
れ
で
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
が
兄
の
こ
と
と
知
る
。
二
人
と
も

六
十
を
す
ぎ
た
と
こ
ろ
。
「
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ
。
バ
ビ
ロ
ン
」

が
ア
メ
リ
カ
の
グ
リ
フ
ィ
ス
監
督
の
「
イ
ン
ト
レ
ラ
ン
ス
」
の
セ

ッ
ト
の
象
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
映
画
に
し
て
い
た
の
で
す
っ
か
り
こ

の
二
人
が
好
き
に
な
り
「
カ
オ
ス
」
の
こ
の
二
人
の
映
画
づ
く
り

が
ま
た
面
白
く
こ
れ
も
気
に
入
っ
て
い
た
の
で
「
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ

ン
グ
・
バ
ビ
ロ
ン
」
で
来
日
し
た
と
き
そ
の
二
日
間
べ
っ
た
り
二

人
と
話
し
こ
ん
だ
。
そ
れ
で
親
友
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
ん
ど

新
作
「
フ
ィ
オ
リ
ー
と
で
ま
た
来
日
し
た
の
で
嬉
し
く
て
ホ
テ

ル
・
オ
ー
ク
ラ
で
ま
た
逢
っ
た
ら
二
人
は
見
る
な
り
私
に
キ
ス
を

し
た
。
び
っ
く
り
仰
天
。

「
フ
イ
オ
リ
ー
レ
」
は
古
く
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
こ
ろ
の
時
代
の

話
か
ら
そ
れ
が
今
日
ま
だ
語
り
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
映

画
。
む
か
し
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
軍
隊
が
イ
タ
リ
ア
の
村
に
侵
入
し
、

そ
の
軍
隊
は
軍
用
金
の
運
び
の
兵
隊
で
ド
ン
ド
ン
パ
チ
パ
チ
は
や

ら
ぬ
こ
と
か
ら
そ
の
一
人
の
軍
人
が
イ
タ
リ
ア
の
そ
の
地
の
村
娘

と
恋
に
落
ち
た
そ
の
す
き
に
＋
数
箱
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
軍
用
金
の

一
箱
が
こ
の
村
の
誰
か
に
盗
ま
れ
行
方
不
明
に
な
っ
て
か
ら
、
そ

の
あ
る
村
の
そ
の
戦
い
で
大
富
豪
に
な
っ
た
フ
シ
ギ
な
成
金
の
昔

･剛傭急寿。
町

夢■ｰ

ば
な
し
か
ら
、
今
日
現
代
へ
と
そ
の
物
語
は
ひ
ろ
ま
っ
て
い
く
。

×
×
×

イ
タ
リ
ア
っ
て
伝
説
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
好
き
で
す
ね
。
兄
「
ロ

マ
ン
が
好
き
な
ん
で
す
。
運
命
と
い
う
も
の
が
」
。

お
二
人
の
好
き
な
監
督
は
？
二
人
「
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
」
。

あ
ま
り
に
も
意
外
だ
っ
た
の
で
「
ほ
ん
と
う
で
す
か
」
と
聞
く
と

パ
オ
ロ
が
胸
に
十
字
を
切
っ
た
。

あ
な
た
が
来
る
の
で
昨
晩
、
夢
を
見
ま
し
た
。
大
き
な
ガ
マ
が

す
き
と
お
っ
た
水
中
に
両
手
を
つ
い
て
か
し
こ
ま
っ
て
い
る
夢
。

す
る
と
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
が
「
と
こ
ろ
が
今
夜
あ
な
た
に
逢
う
と
い

う
楽
し
さ
で
昨
晩
、
夢
を
見
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
た
ち
が
海
賊
に

お
そ
わ
れ
て
船
か
ら
海
に
と
び
こ
ん
だ
と
こ
ろ
向
う
か
ら
イ
カ
ダ

に
乗
っ
て
ヨ
ド
ガ
ワ
さ
ん
が
来
た
の
で
、
あ
ぁ
助
か
っ
た
と
そ
の

イ
カ
ダ
に
す
が
り
つ
い
て
乗
っ
た
と
こ
ろ
ア
ナ
タ
は
あ
わ
て
て
カ

イ
を
流
し
て
し
ま
っ
て
、
み
ん
な
で
手
で
水
を
か
い
て
イ
カ
ダ
を

進
め
ま
し
た
」

え
ら
い
夢
で
す
ね
。
け
れ
ど
ア
ナ
タ
も
海
、
私
も
水
の
中
の
大

き
な
カ
エ
ル
。
ど
ち
ら
も
「
水
」
に
つ
な
が
る
夢
で
し
た
ね
。
お

も
し
ろ
い
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
で
は
何
が
好
き
で
し
た
か
。
パ

オ
ロ
「
捜
索
者
」
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
「
あ
の
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン
に
は

カ
ン
ゲ
キ
し
ま
し
た
」

グ
リ
フ
イ
ス
映
画
で
は
ど
れ
が
好
き
で
し
た
か
。

二
人
「
〃
国
民
の
創
生
″
で
す
。
あ
れ
に
は
す
で
に
エ
イ
ジ
ェ
ン

坐

１
１３６
１
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ス
タ
イ
ン
の
タ
ッ
チ
が
あ
り
ま
し
た
」

あ
な
た
が
た
は
結
婚
し
て
お
子
た
ち
も
あ
り
、
も
う
セ
ッ
ク
ス

は
一
週
間
一
回
く
ら
い
で
す
か
。
も
ち
ろ
ん
奥
さ
ん
と
で
す
よ
。

か
か
る
質
問
は
世
界
中
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
出
る
わ
け
は
な

い
。
そ
こ
で
思
い
き
っ
て
二
人
を
私
の
息
子
と
思
っ
て
聞
い
て
み

た
。
す
る
と
二
人
は
ニ
コ
リ
と
笑
っ
て
…
…
悪
ぴ
れ
る
こ
と
な
く

パ
オ
ロ
「
や
る
と
き
は
毎
日
、
や
ら
ぬ
と
き
は
三
ケ
月
に
一
回
」

ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑
っ
て
ご
ま
か
し
た
。

イ
タ
リ
ア
に
は
ロ
マ
ン
そ
し
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
そ
し
て
運
命
こ
れ

が
好
き
で
す
ね
。
私
、
子
供
の
こ
ろ
見
た
イ
タ
リ
ア
映
画
、
も
ち

ろ
ん
監
督
も
主
演
も
お
ぼ
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
だ
け

は
忘
れ
ま
せ
ん
。
田
舎
か
ら
娘
が
都
会
に
来
て
男
に
だ
ま
さ
れ
入

水
自
殺
。
そ
の
妹
が
悲
し
み
と
怒
り
で
そ
の
男
を
さ
が
し
そ
の
男

を
誘
惑
し
、
亡
き
姉
の
入
水
自
殺
し
た
池
の
前
で
撃
ち
殺
す
。
こ

わ
か
っ
た
。

、
、
、
、

一
一
人
は
け
ん
め
い
に
聞
い
た
。
一
一
人
と
も
見
て
い
な
い
。
メ
モ

を
と
っ
た
。

二
人
「
ヨ
ド
ガ
ワ
さ
ん
は
何
故
監
督
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す

か
」
。
私
は
チ
ャ
ン
ス
を
失
っ
た
と
ご
ま
か
し
た
。
ほ
ん
と
う
は

私
は
三
十
人
五
十
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
お
さ
え
て
命
じ
る
だ
け
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
な
い
ゆ
え
だ
。

と
こ
ろ
で
カ
ン
ピ
オ
ン
監
督
の
「
ピ
ア
ノ
・
レ
ッ
ス
ン
」
を
見

ま
し
た
か
と
聞
い
た
。
一
一
人
く
ち
を
揃
え
て
ほ
め
た
。

私
が
あ
の
映
画
の
あ
の
女
が
手
か
ら
は
な
さ
な
か
っ
た
ピ
ア
ノ

は
、
男
の
性
器
で
す
よ
。
彼
女
は
セ
ッ
ク
ス
に
飢
え
セ
ッ
ク
ス
を

軽
蔑
し
セ
ッ
ク
ス
を
し
か
も
求
め
て
い
た
。
そ
う
言
う
と
パ
オ
ロ

が
目
を
む
い
て
ソ
ー
、
ソ
ー
と
私
の
手
を
握
っ
た
。

映
画
と
な
る
と
も
う
私
た
ち
は
イ
タ
リ
ア
人
で
も
日
本
人
で
も

な
い
み
ん
な
ト
モ
ダ
チ
。

ど
う
で
す
お
二
人
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
と
り
な
さ
い
よ
。
パ
オ

ロ
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
そ
し
て
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
は
ピ
ア
ノ
を
少
年
の

こ
ろ
習
っ
て
い
た
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
二
人
そ
う
だ
れ
エ
ー
と

考
え
こ
ん
だ
。

左パオロ向って右ヴィットリオ・タヴイアーニ

１
１３７
１
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思
議
な
世
界
が
そ
こ
に
は
展
開
さ
れ
て
い
た
。
華
や
か
な
シ
ョ
ー

声
は
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
と
か
、
蝿
年
間
蓄
え
て
き
た
も
の
を

》
灘
蕊
鍵
灘
鍵
譲
議
鋳
鍵
麓
鍵

昨
年
の
加
月
に
東
京
新
宿
の
シ
ァ
タ
ー
ァ
ッ
プ
ル
で
開
い
た
コ

ン
サ
ー
ト
が
大
変
好
評
で
、
ぜ
ひ
宝
塚
バ
ウ
ホ
ー
ル
で
も
開
い
て

欲
し
い
と
の
お
誘
い
で
４
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
「
高
汐
巴
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
公
演
さ
れ
る
。

ス
テ
ー
ジ
で
歌
う
と
き
は
、
粋
で
フ
ァ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
大
人
の

女
。
舞
台
裏
の
ず
つ
こ
け
話
で
大
爆
笑
の
ト
ー
ク
タ
イ
ム
。
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
激
し
い
の
が
高
汐
巴
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
楽
し
さ
の
秘

訣
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
生
き
て
る
こ
と
が
す
ご
く
面
白
く
て

楽
し
く
て
、
ま
る
で
ゲ
ー
ム
感
覚
。
苦
し
い
こ
と
や
試
練
に
出
会

う
と
こ
れ
で
ま
た
成
長
で
き
る
と
思
い
、
過
去
は
振
り
返
ら
な

い
」
と
根
っ
か
ら
明
る
い
人
。
宝
塚
歌
劇
団
で
は
キ
ザ
で
お
栖
落

な
ウ
エ
ッ
ト
に
富
ん
だ
男
役
の
花
組
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
「
高
汐
巴
」

が
退
団
後
６
年
間
、
男
役
か
ら
歌
え
る
女
優
と
し
て
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
終
え
、
始
め
て
宝
塚
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
帰

っ
て
く
る
。

☆
宝
塚
歌
劇
団
の
男
役
の
誰
も
が
悩
む
、
女
に
な
る
に
は
？

宝
塚
歌
劇
団
の
男
役
が
退
団
後
経
験
す
る
最
大
の
悩
み
は
女
に

モ
ダ
ン
。
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

寺

単

灘

を
積
み
重
ね
て
い
き
な
が
ら
、
そ
の
す
べ
て
が
栄
養
に
な
る
の
で

と
始
め
て
自
分
で
や
り
た
い
と
思
う
も
の
に
出
会
う
。

す
か
ら
好
奇
心
を
持
っ
て
知
る
こ
と
が
、
自
分
と
向
き
あ
う
こ
と

； § 雷魚昂

両

|;蕊

|灘霧癖縦鱒
置顕鍾騨

自
身
が
女
な
の
だ
と
気
が
つ
く
ん
で
す
ね
。
今
思
う
と
お
か
し
い

一

ＭＯＤＥＲＮＥ
ＮＯＳＴＡＬＧＩＥ

ホームグランドに帰ってくる

高汐巴ｺ ﾝ ｻ ｰ ﾄ & ’
４/ 1 ～4 / ３宝塚バウホール

舞
い
、
声
の
出
し
方
、
ス
カ
ー
ト
で
の
歩
き
方
な
ど
な
ど
。

iii'『
に
ナ
チ
ュ
ラ
ル
で
男
よ
り
男
っ
ぽ
い
ん
で
す
ね
。
舞
台
や
シ
ョ
ー

で
す
」
と
、
苦
労
の
壁
を
乗
り
越
え
て
き
た
。

さ
ん
の
シ
ョ
ー
や
ス
テ
ー
ジ
を
観
て
研
究
し
た
ん
で
す
ね
。
非
常

に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
こ
の
舞
台
の
上
に
立
ち
た
い

る
さ
ん
の
舞
台
だ
っ
た
。
今
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
摩
詞
不

に
な
る
と
確
認
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
し
て
、
当
た
り
前
で
す
が
私

宝
塚
歌
劇
団
と
の
出
会
い
は
中
学
３
年
の
と
き
。
宝
塚
フ
ァ
ン

か
ら
や
り
直
す
ん
で
す
か
ら
悪
戦
苦
闘
で
す
よ
。
外
国
の
女
優

な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
迷
う
こ
と
ら
し
い
。
立
ち
居
振
る

の
お
母
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
、
３
階
の
席
で
観
た
の
が
那
智
わ
た

「
宝
塚
時
代
は
全
作
が
新
作
で
主
役
を
い
た
だ
い
て
い
ろ
ん
な
キ

「
ど
れ
が
自
分
の
本
当
の
声
な
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
女
の
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ﾛ

高汐巴コンサート
モダン・ノスタルジー
日時1 9 9 4 年４月１日（金）７：００

２日（土）３：００７：００
３日（日）３：００

劇場宝塚バウホール
入場料６，０００円（全席指定）
チケット発売高汐巴後援会０３( 5 3 8 6 ) ５１６５

宝塚友の会
チケットぴあ0 ６（3 6 3 ）９９９９

カンツォーネ、シャンソンを中心に、中島みゆきや外国のスタ
ンダードナンバーなど多彩なジャンルで愛を唄うドラマチック
・コンサート
スタッフ回描成・演出／嶋田美子画音楽／鞍富真一

回振付／山田卓国照明/ 森平猛画畷響/ 長
谷部信画衣装／山木贈子圃舞台監督／山崎
芳雄

後援高汐巴後援会東映株式会社

ヤ
ラ
ク
タ
ー
を
演
じ
て
き
て
一
つ
一
つ
が
宝
石
の
よ
う
に
大
切
な

作
品
ば
か
り
。
退
団
す
る
と
き
は
、
裏
方
さ
ん
や
仲
間
や
先
生
方

と
の
別
れ
が
、
二
度
と
あ
ん
な
別
れ
は
嫌
だ
と
思
う
ぐ
ら
い
寂
し

か
っ
た
」
が
、
温
ま
っ
た
シ
ー
ツ
の
な
か
か
ら
、
新
し
い
冷
た
い

シ
ー
ツ
に
向
か
っ
て
飛
び
出
す
と
い
う
気
持
ち
で
次
の
ス
テ
ッ
プ

を
歩
ん
で
い
っ
た
。

☆
今
ま
で
蓄
え
て
き
た
栄
養
を
醗
酵
さ
せ
て
い
く
と
き

退
団
後
の
最
初
の
舞
台
は
シ
ャ
ー
リ
ー
マ
ク
レ
ー
ン
が
演
じ
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
に
主
演
。
そ
の
後
次
女
と
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
、
歌
と
芝
居
を
中
心
の
シ
ョ

ー
ピ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
入
っ
て
い
く
。

「
今
ま
で
は
ス
ポ
ン
ジ
に
栄
養
を
吸
収
し
て
い
っ
た
の
で
、
そ

れ
を
醗
酵
さ
せ
て
い
く
時
期
。
自
分
の
好
き
な
道
を
歩
ん
で
る
幸

せ
を
精
一
杯
生
き
て
後
悔
の
な
い
よ
う
に
、
あ
ｌ
面
白
か
っ
た
、

気
持
ち
い
い
人
生
だ
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
し
た
い
」

宝
塚
バ
ウ
ホ
ー
ル
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
嶋
田
美
子
（
本
名
）

自
身
が
構
成
、
演
出
し
た
も
の
を
２
時
間
の
歌
と
ト
ー
ク
で
展
開

す
る
ワ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
。
シ
ャ
ン
ソ
ン
で
は
ア
ダ
モ
の
「
い
と
し

の
パ
オ
ラ
」
「
海
の
マ
リ
ー
」
ほ
か
、
カ
ン
ツ
オ
ー
ネ
メ
ロ
デ
ィ

を
中
心
に
中
島
み
ゆ
き
の
「
悪
女
」
な
ど
、
江
利
チ
エ
ミ
の
メ
、

鍵
鴬
蕊 職撫 プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
高
汐
巴
（
た
か
し
お
と
も
え
）

本
名
、
嶋
田
美
子
。
１
９
５
２
年
旭
月
２
日
、
京
都
市
中
京
区
富

小
路
で
生
ま
れ
る
。
”
年
宝
塚
歌
劇
団
入
団
。
詔
年
花
組
ト
ッ
プ

ス
タ
ー
と
な
り
、
ペ
ー
さ
ん
の
愛
称
で
華
麗
な
男
役
を
人
気
を
得

る
。
師
年
に
退
団
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
で
女
優

と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。
「
そ
の
男
ゾ
ル
バ
」
「
ボ
ク
の
彼
女
は
魔
女
」

「
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
ー
ズ
」
「
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」
「
パ
リ
の
踊
り
娘
た
ち
」

ほ
か
多
数
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
出
演
、
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
も
多
い
。

著
書
に
「
清
く
正
し
く
美
し
く
」
日
の
出
出
版
刊
行
が
あ
る
。

企
画
・
制
作
高
汐
巴
事
務
所

〒
湖
東
京
都
中
野
区
東
中
野
４
１
蝿
ｌ
７
１
ｍ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
昭
１
５
３
８
６
１
５
１
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
昭
１
３
３
７
１
‐
８
４
７
４

典;鍵
‘'.？.』

ド
レ
ー
を
加
え
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
愛
の
歌
を
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク

Ｉ
に
展
開
。
「
す
べ
て
自
分
の
感
性
の
な
か
で
、
心
に
感
じ
る
曲

詩
を
選
ん
で
構
成
し
て
い
る
の
で
、
高
汐
巴
を
２
時
間
に
凝
縮
し

た
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
シ
ン
プ
ル
で
無
駄
な
も

の
を
削
ぎ
落
と
し
た
舞
台
を
理
想
と
す
る
。
粋
で
か
っ
こ
い
い
大

人
の
女
を
演
じ
、
自
分
の
生
き
方
に
も
反
映
し
た
い
と
最
後
の
曲

は
映
画
「
ボ
デ
ィ
ガ
ー
ド
」
の
主
題
歌
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

５
月
９
日
か
ら
躯
日
ま
で
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
劇
場
で
公
演
さ
れ
る

こ
ま
つ
座
の
「
頭
痛
肩
こ
り
樋
口
一
葉
」
に
出
演
、
如
月
に
は
コ

ン
サ
ー
ト
を
シ
ァ
タ
ー
ァ
ッ
プ
ル
で
開
催
す
る
。

鴬
Ａ品３

：

畷

雷謡＃．泊鐸
昭

弾

１
１３９
１
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